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長崎日大に 2-1 延長後半 主将の 一発

長
総
大
付

競
り
勝
ち
V
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●長崎総合科学大付·小嶺忠敏
監督 イージーミスが多かった。
日大さんの持ち味を全部発揮させ
てしまった。 毎年地区予選という
のが一番（難しい）。これを乗り越
えて子どもたちも弾くな忍

●同•田中純平主将 先制した
後のゲーム運びがまずかった。 失
点をして80分で勝ちきれなかった
のが反省点。 守備の部分で一人一
人のサボりがチーム全体に出てし
まった。

I 全国高校サッカ ー 選手権県大会 I 
サ
ッ

カ
ー

の
第
96
回
全
国

高
校
選
手
櫂
県
大
会
最
終
日

は
12
日 、
諫
早
市
の
ト

ラ
ン

ス
コ
ス
モ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
長

崎
で
決
勝
が
行
わ
れ 、
長
崎

総
合
科
学
大
付
が
長
崎
日
大

に
延
長
戦
の
末 、
2
|

1
で

競
り
勝
ち 、
2

年
連
続
5

度

目
の
優
勝
を
果
た
し
た 。
長

総
大
付
は
全
国
高
校
選
手
権

長
崎
総
合

科
学
大
付

【
評】
長
崎
総
合
科
学
大
付

が
序
盤
と
終
盤
に
混
戦
か
ら
得

点。
長
崎
日

大
に
競
り
勝
っ
た。

長

総大
付
は
早
い
寄
せ
で
ボ

ー
ル
を
奪
うと
F
W
西
原 、
安

藤
へ
縦
パ
ス
を
供
給 。
F
W
荒

木 、
中
村
が
絡
ん
で
ゴ
ー

ル
ヘ

迫
っ
た。
後
半
は
中
盤
に
ス
ペ

▽
決
勝

長
崎
日
大

(
12
月
30
日
開
幕•
首
都
圏）

の
出
場
権
を
獲
得 。
組
み
合

わ
せ
抽
選
会
は
20
日
に
東
京

で

行われ
る 。

6
月
の
県
高

総体
決
勝
と

同一
カ
ー
ド 。

長
総
大
付
は

前
半
3
分 、
F
W
中
村
の
先

制
点
で
主
導
権
を
握
っ

た 。

後
半
は
長
崎
日
大
が
猛
攻
を

菰
け 、

残
り
5
分
で
F
W

l
|
0

2-
0
1

〗
ー

1
|
0

▽
得
点
者
【
総】
中
村 、
田
中
【
日】
石
見

石
見
が
p
k
を
決
め
て
追
い

つ
い
た 。
延
長
戟
は一
進一

退
の
攻
防
を

繰り
返
し 、

後

半
10
分 、
長
総
大
付
の
D
F

田
中
が
混
戦
か
ら
勝
ち
越
し

点
を
決
め
た 。

大
会
得
点
王
は 、
6
ゴ
ー

ル
を
挙
げ
た
長
総
大
付
の
F

w

安
藤
瑞
季
が
輝
い
た 。

（
中

島崇
雄）

し
込
ん
だ 。

長
崎
日

大
は
F
W
石
見 、
吉

川 、
高
比
良
の

突破
か
ら
好
機

を
演
出。
後
半
は
相
手
よ
り
5

本多
い
シ
ュ
ー
ト
7
本
を
放
っ

た。
土
壇
場
で
延
長
戟
へ
持
ち

込
ん
だ
が、
試
合
終
了
問
際
に

一
瞬
の
隙
を
突
か
れ
た。

【長
崎
日大】

ー
ス
を
与え、
相
手
の
テ
ン
ポ

浦川美
口
田
村口
武
見
川良比

の
速
い
攻
め
に
手
を
焼
い
た。
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ブ
も
あ
り 、
P
K
で
の
1

失
点

に
と
ど
め
た。
同
点
と
さ
れ
た
湊

。

i咋
珀田
武
小
別茄
中
安
西

【
総
大付】

後
は
長
身
F
W
柏
木
を
投
入

ロ
ン
グ
ボ
ー

ル
を
入
れ、
最
後
▽
交
代【総】
田
崎（
西
原）

柏木（
田

は
D
F
田
中
が
こ
ぼ
れ
球
を
押
崎）

【
決
勝 、
長
崎
総
合科
学
大
付
ー

長
崎
日
大】
延
長
後
半
10
分 、
長
総
大
付
の
D
F
田
中
（
左
か
ら
2
人
自）
が

ジュ
ー
ト
を
決
め 、
喜
ぷ
選
手
た
ち
11

諫
早
市 、
ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
長
崎
（
則
行
優
志
撮
影）
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,
 6月
の
県
高
総
体
決
勝

と
同
じ
く、
1
|

2
で
惜
敗
し

た
長
崎
日

大。
亀
田
監
督
は「
立

p
k
戦
へ
突
入
か 。
そ
ん
な
雰
囲
気
が

会
場
に
漂
っ

て
い
た
延
長
後
半
10
分 、
ゴ

ー
ル
前
の
混
戦
で
長
崎
日
大
の
D
F
と
G

K
が
交
錯 。
こ
ぼ
れ
球
は 、
長
崎
総
合
科

学
大
付
の
D
F
田
中
の
前
に
転
が
っ

た 。

「
み
ん
な
が
つ
な
い
で
く
れ
た 。
思
い
切

り
振
り
抜
こ
う」

。
主
将
の

劇的
な
今
大

会
初
得
点
が 、
チ
ー

ム
を
V
2
へ
導
い
た 。

6
月
の
県
高
総
体
決
勝
は
1

点
差
で
競

り
勝
っ
た 。
「

今
回
も
接
戦
に
な
る」

。

田
中
の
予
想
通
り 、
簡
単
に
勝
た
せ
て
は

く

れな
か
っ
た 。

前半
3
分
に
F
W
中
村

の
ミ
ド

ル
シ
ュ
ー
ト

で
幸
先
よ
く
先
制
し

な
が
ら 、
追
加
点
が
奪
え
な
い 。
モ
ン
ゴ
ル

で
8
日
ま
で
開
か
れ
た
U
|

19(
19
歳
以

下）
ア
ジ
ア
選
手
権
予
選
か
ら
帰
国
直
後

の
F
W
安
藤
も「
万
全
で
は
な
か
っ

た」 。

後
半
は
連
動
し
て
パ
ス
を
つ
な
ぎ 、
裏

へ
抜
け
出
し
て
く
る
相
手
の
攻
撃
に
脅
か

さ
れ
た 。
残
り
5
分
で
p
k
を
決
め
ら
れ

て

同点 。
延
長
戦
も
互
角
の
展

開だ
っ

た 。

勝
敗
が
決
す
る
と 、
選
手
た
ち
は
ほ
っ
と

し
た
表
情
を
浮
か
べ
た 。
安
藤
は
「

苦
し

い
試
合
を
勝
ち
切
れ
た
の
は
よ
か
っ

た 。

長
崎
の
代
表
と
し
て 、
日
大
の
分
も
背
負

っ
て
い
く」
と
決
意
を
新
た
に
し
た 。

夏
の
全
国
高
校

総体
は
準
々
決
勝
ま
で

勝
ち
上
が
っ
た 。
小
嶺
監
督
は
「

全
国
は

横一
線」
と
み
て
い
る 。
田
中
は
「

課
題

は
た
く
さ
ん
あ
る 。
全
国
大

会ま
で
に
修

正
し 、
1

個
ず
つ
勝
っ

て
い
っ

て
日
本一

に
な
り
た
い」

。
苦
し
ん
で
つ
か
ん
だ
全

国
切
符 。
反
省
も 、
ラ
イ
バ
ル
の
思
い
も

力
に
変
え 、
県
勢
14
年
ぶ
り
の
栄
冠
へ
突

き
進
む 。

（

中島
崇
雄）

果敢に攻めるも惜敗
， 長崎日大

【
決
勝 、
長
崎
総
合科
学大
付
ー

長
崎
日
大】
後
半
35
分 、
長
崎
日
大
の

F
W
石
見
が
p
k
を
決
め
る

11
ト
ラ
ス
タ
（
則
行
優
志
撮
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福一

祭
は
こ
の
ほ
ど 、
同
市
陸
上

競
技
場
で

行われ 、
6

年
男
分
1t

（
竹

子
ソ
フ
ト

ボ
ー

ル
投
げ
は
上

▽-▽
 

木
原
康
暉（
放
虎
原）
が
67
認

12
の
大
会
新
で
優
勝
し
た 。

（
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1
位
記
録

◇（

【
男
子】

▽
1

◇
5
年

央
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▽
1
0
0
認
久
富
大
樹
（
宜

▽

江
上
木
原（
苔

大
村
市
小
学
体
育
祭・
ソ
フ
ト
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全国高校県大会準決勝

長崎北陽台 238決勝 長 崎 南山
田 ....eb 池 オ競総進崎で村太
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